
	第Ⅲ－①分科会


都市生活とまちづくり

	座　　　　長
	影　山　　　博
	（自治研中央推進委員・広島県本部）

	副　 座 　長
	南　部　芳　昭
	（自治研中央推進委員・大都市共闘建設部会）

	記　　　　録
	米　沼　一　夫
	（自治研中央推進委員・青森県本部）

	企画・運営他
	丁子谷　　　卓
	（自治研中央推進委員・東京都本部）

	
	野　田　　　章
	（自治研中央推進委員・山梨県本部）

	
	西　田　一　美
	（自治研中央推進委員・中央本部労働局次長）

	
	横　山　龍　寛
	（自治研中央推進委員・中央本部組織局次長）


	
	浅　野　喜久夫
	（自治研オブザーバー・日本都市交通労働組合副委員長）

	
	横　山　利　男
	（自治研オブザーバー・日本都市交通労働組合書記次長）

	
	佐　藤　政　則
	（自治研オブザーバー・日本都市交通労働組合書記）


17日(金)13：00～17：00　札幌グランドホテル　グランドホール東

	13：00～13：05
	開会あいさつ

	
	　　　　　　座　長：影山　　博

	13：05～13：50
	基調提起「自治体再構築に向けて～協働・コミュニティ自治・市民社会強化～」

	
	　　　　　　　　　　木原　勝彬（ローカル・ガバナンス研究所所長）

	13：50～16：00
	パネルディスカッション「市民との協働」とフロアー討議

	
	　コーディネーター：吉川　富夫（県立広島大学教授）

	
	　パネリスト：木原　勝彬（ローカル・ガバナンス研究所所長）

	
	　　　　　　　　　　引地　正司（大阪府本部大阪市従業員労働組合）

	
	　　　　　　　　　　簗瀬　重樹・野依　真人（愛知県本部豊田市職員労働組合）

	
	　　　　　　　　　　福田　　弘（大阪府本部大阪市職員労働組合）

	
	　　＊休憩をはさむ予定です

	16：00～16：40
	レポート発表とフロアー討議

	
	　①　自主レポート：「公営交通の存続に向けた取り組み」

	
	　　　　　　　　　　都市交／佐賀交通労働組合・執行委員長　田中　　修

	
	　②　その他

	16：40～16：50
	助言者まとめ

	16：50～17：00
	休会のあいさつとフィールドワークの説明


18日(土) 9：00～12：15　札幌市内の交通職場、消防職場でフィールドワーク

	 9：00
	札幌市消防局に集合（２班に分かれる）

	 9：00～ 9：05
	移動（１班：情報指令センター、２班：ビデオ）

	 9：05～ 9：25
	１班：情報指令センター

	
	２班：ビデオ

	 9：25～ 9：30
	移動（１班：ビデオ、２班：情報指令センター）

	 9：30～ 9：50
	１班：ビデオ

	
	２班：情報指令センター

	 9：50～ 9：55
	移動（１班・２班：消防車）

	 9：55～10：15
	１班・２班：消防車見学

	10：15～11：15
	移動（班ごとに移動）

	
	　　　中央消防署～徒歩（10分）～地下鉄西11丁目～（30分）～

	
	　　　地下鉄大谷地～徒歩（15分）～市営交通東西線工場

	11：15～11：20
	市営交通東西線工場着、移動（１班：工場見学、２班：ビデオ）

	11：20～11：35
	１班：工場見学

	
	２班：ビデオ

	11：35～11：40
	移動（１班：ビデオ、２班：工場見学）

	11：40～11：55
	１班：ビデオ

	
	２班：工場見学

	11：55～12：00
	移動・集合

	12：00～12：15
	移動

	
	市営交通東西線工場～徒歩（15分）～地下鉄大谷地

	12：15
	地下鉄大谷地で解散


　※　集合場所は地図を参照

　※　17日に配布する「ドニチカ切符」を使って移動します。必ずもってきて下さい。

　※　帰りの便に間に合わない方は、途中でお帰りいただくことになります。

第Ⅲ－①分科会：都市生活とまちづくり

	テーマ
	都市活性化をめぐる現状と問題点を検証する

	特徴的な情勢
	　都市にとって最も重要な課題は自治を市民の手に取り戻すことであり、自治権を行使しうる地域コミュニティの再生が喫緊の課題である。「地域活動の推進と自治体労働者がその活動のコーディネーターの役割を担う」「地域での多様化・複雑化する課題に対応しうるコミュニティの再構築」「住民組織からの提起される行政への要望・提案に迅速に対応できる行政組織への変革」など新たな自治体改革・政策運動の推進が求められている。

　さらに規制緩和により、交通・運輸における安全神話も崩壊し、最も大切にされるべき安心・安全が置き去りにされている。公営だからこそできる取り組みがここでも求められている。

	主要論点と実践課題
	1.　地域の安全（地域防災体制の確立や子どもたちの通学時の安全確保など）

2.　地域交通

3.　市民との協働による地域活性化

	フィールドワーク
	集会３日目（18日）の午前中に、札幌市内でフィールドワークを行う。

行き先：札幌市営交通の現場、消防の現場

時　間：９：00～12：15

参加費：500円（交通費、視察先入場料を含む）

	討 論 の 柱
	● 市民との協働による地域活性化～多様化・複雑化する都市問題に対応しうるコミュニティ再構築に向けた自治体労働者の役割

　～災害など都市におけるリスクから市民を守るために必要なこと～
● 規制緩和により崩壊しつつある公共交通の現状と展望
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